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寄贈図書・個人研究費等返還図書の
処理計画について(図書のリサイクル)
図書館では1999年度より、地下倉庫・地下3階ス
ペースなどに保管されていた寄贈図書および各学部
等退職教員からの個人研究費等購入図書の返還図
書につき、資料を死蔵せず有効利用を図るため、具体
的な処理方法を策定し、一部試行の上、2000年3月
より実施に移した。
本学図書館に寄せられる寄贈図書は多く、内容も
多種多械にわたっている。最近の大口の例をあげると、
明治の民法学者間松参太郎氏の蔵省:、作家隙舜[:~
氏の w~i1:~:と資料、中里介山の鋭で作家の伊藤幸11也
氏の政jll~などがある。 校友や退職教職員、一般篤志
家からの図書寄贈もきわめて頻繁で、ある。これらはそ
れぞれ、さまさ、まな事情があって寄贈をEIニ1I:Uてこられ
るわけであるが、一般的に言って、大量の審物を個人
では保管しきれなくなったということで、はないかと忠わ
れる。l隙珂:臣氏の寄贈の;場合は、氏が阪神大震災に
遭遇され、身辺に本や資料を世くことの危険を痛感さ
れたとし寸且1由で、あった。
図書館では10年近く前、蔵書を充実させる一手段
として、退職される教員に呼びかけ、在WJ:中に集めた
図書・研究資料、とくに洋書の図書館への寄贈をお願
いしたことがある。そのときにはさしたる反応がなかっ
たが、ここ数年、退職教員からの図書の寄贈がふえて
いる。これらは従来、所属箇所の図昔4室で受け入れ
るケースが多かったが、最近はほとんど中央図書館に
集まるようになってきた。
寄贈図書がふえることは大学にとり、笑にありがた
いことではあるが、現実問題としては保管スペースに
も限りがあり、必要な資料とさほど必要としない資料が
混在しているのが実情で、きわめて難しい問題である。
とくに、すでに図書館に所蔵されている本が寄附もし
くは返越されてきた場合の処置には苦慮している。また、
図書館に受入れる図書についても、受入れるにあたっ
ては目録データ作成のために費用がかかることになり、
図昔:館としては、なるべく厳選して入れたいというの
が本音といえる。
従来、寄贈図書を受け入れるにあたって一帯問題
となっていたのが、中に含まれる重複本の処一世で、あった。
廃棄もできず、さりとて図書館に受入れるわけにもゆか
ぬ本の山が、大量に倉庫に残るという状態だったので、
ある。
今回、翁:1;目・返還図書の「処理rの流れ」をつくるに
あたり特徴的といえることは、重複図書の「出口」を二
つ作ったことで、ある。 原則として重複図警は図書iß\~iに
は受入れず、①727書庖へ売却するか、もしくは②他図
書館等へ寄贈する、この二つのルー トのどちらかへ流
れてゆくこととした。これは図書館界にあっては画期
的なことといえる。
アメリカなと矛で、は図書の管五r規程が1:1本と異なって
おり、図書U¥:iが不安ーと判断した本はどんどん古書市場
に流れている。1木ではまだそうした例はほとんど見ら
れないが、|主|書日{では古書庖の連合体であるABAJ(I
本古書籍商協会)と話し合い、また学内関係箇所とも
検討をかきねて、笥贈図昔のうち本館蔵書と重複し、
かっ、|円蔵者から処世について一任を受けているもの
であることを前提として、重複図書を古書市場に流す
ということを試みた。 ABA]と覚書を交わし、 1999~ 1三度
から試l抗的にスター卜している。
一方、返泣凶il}:や移管図書なとで「与L午前回大学班=j'1t=j
などの印があるものについては、inf:外の協定大学を1:1-
心にした他図書館等への寄贈にあてることとした。こ
こ数年、日本語図書を必要としている海外協定大学
図書館等は意外に多く、寄贈の依頼がかなりある。そ
うした1'1'1し山のあるところを仁|二l心にt食討して、1999年
度はドイツ・エルフルト大学図書館に故荻野三七彦元
館長寄贈のなかの重複図書1.300-11Jを寄贈した。先
方からはたいへん感謝されている。これも日本に世か
れたままであれば死J話されるしかない図書であり、イ干
効利用としてたいへんよい方法である。問題点は図
書の輸送費JlJを支払う能力のあるところにしか送れな
いことと、匡lによっては通関のために詳細な内容リスト
が要求される場合があることで、それがネックとなって
いる。
基本的な処理の流れを図示すると以下のようになる0
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以下に具体的な作業手順を示しておく。
[寄贈図書]
①大口の寄贈図書については、受贈の際の寄贈者の意志を
確認した上で、まとまったコレクションとして整理するものと、ばら
してよいものとに分ける。寄贈者には原則として館蔵と重複する
資料については処理を図書館に一任いただくとしヴ条件を伝える。
(貴重なコレクション寄贈の場合は別)
②和書・洋書・中国朝鮮書・古書に分けた上で、重複調査を
おこなう。館蔵と重複するもの、館蔵になしものに分ける。古書(江
戸時代以前の刊本・写本)は原則として重複の如何によらず受
入れる。
③館蔵資料と重複しないものについて選書をおこなう。資料
としての価値を判断し、受入れるものと不要なものに分ける。
④館蔵資料と重複するものについては、原則として売却の対
象とする。(ABAJ=日本古書籍商協会と覚書を取りかわし、2ヶ
月に1回程度の頻度で引き渡す。ABAJはこれらを評価分類の上、
業者間の市に出し、結果を図書館に報告する)
* ["重複jの定義:基本的に、版の異なるものは重複としないが、
本によって個々に判断する。
*重複する資料であっても、複数部所蔵したほうがよいと判断
したものについてはこの限りではない。たとえば¥著者・所蔵者な
どの署名本、手沢本、限定出版のもの、稀親本など。
コレクション化
検討
重複調査
整理へ
[個人研究費等返還図書]
① 重複調査(上記②と同じ手順でおこなう)
② 選書(上記③と同様)
③ 館蔵資料と重複したものにつき、蔵書印・天印・ラベルの
有無を調べる。押印等ないものについては、売却対象に、印や
ラベルのあるものについては、海外の大学図書館や国内の図
書館等への寄贈候補として、本圧分館にストックする。
-処理体制
[重複調査]WINE検索による。図書運搬も含みアルバイトに
より行う。2000年3月より、中央図書館図書課内において、アル
バイト4名体制により業務を開始した。
[選書]専任職員 (図書課)選書業務担当者が通常業務の
中で交代で当たる。
・判断業務
・非重複本を受入れるか百か
・重複本を売却もしくは寄贈に回してよいか百か
.ABAJとの折衝/海外等への寄贈の折衝
・作業場所:地下3階または倉庫二字図書課事務室二字仮置き場
所
-処理計画
2000年3月現在、中央図書館地下倉庫・地下3階スペース・
本臣分館等に保管されている寄贈図書ならびに返還図書は、
総計およそ10万冊に達している。
基本的にはこれらを寄贈年代の古いものから順次上記の流
れに沿って処理してゆくが、寄贈者の意志、もしくは図書館の判
断によって、コレクション化すべ、きと判断されるものは、通常の処
理の流れから別扱L、とする。
*コレクション扱い:["文庫Jもしくは文庫に)1買ずる同一請求記
号のもとに整理し、原則的にほぼすべてを受入れるもの。貴重書、
特定主題のもとに収集されたものなど。
中央図書館では2000年度から3年以内に、現在の10万冊の
図書について上記処理を完遂する予定である。
以上
